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広島藩では、享和元年（一八〇一） 『芸備孝義伝
　
初編』 （九巻九
冊） 、文化三年（一八〇六） 『芸備孝義伝
　
二編』 （七巻七冊） 、天保
一四年（一八四三） 『芸備孝義伝
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て、同一四年に拾遺（二巻二冊）を発行した。拾遺には、初編・二編の編集時に漏らした三六名の行状を収録している。藩は幕府に献納するとともに、初編・二編・三編と同様、領内の割庄屋等に頒布して民衆教化を図った。拾遺下には六郡 一名が収録されている。これらにはいわゆる孝義者だけでなく、社倉法に参画したり、あいは村方騒動に加 らなかった「奇特者」も収録されていることが注目される。キーワード　
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し己
おの
が給
きふ
銀ぎん
さへ受
う
けずつとめ働
はたら
きて、終
つひ
に家
いへ
の逋
しやく
債ぎん
をもこと〴〵
く償
つくな
ひぬ、この尾道といふ地ハ藩
くに
の一
いつ
都と
会くわい
にて、もろ〳〵の旅
たび
商あきびと
来きた
りつどへる処
ところ
なれバ、これを宿
やど
せる家
いへ
にハ客
きやく
女をんな
とてミめ
よき女を養
やしな
ひて、客の酒
しゆ
席せき
をとりもたせなどする習
ならひ
にてありけ
る、今の九右衛門が祖
そ
父ふ
その風
ふう
儀ぎ
よからざるをなげきてこれを革
あらた
めけれど、なべてのことなれバ妨
さまたげ
となることもありて、 」 （５ウ）
近ちか
きころハまた元
もと
の如
ごと
くなりぬ、忠兵衛ふかくこれをうれひ、さま
〴〵にはかりて、遂
つひ
にこの事を止
や
めける、されどその処
しよ
置ち
のよかり
しにや、いさゝかも商
あきなひ
の業
わざ
にさゝハることなかりけれバ、他
た
の家
いへ
もミなこれにならひ、数十年の悪
あく
風ふう
改あらたま
りけるとぞ、忠兵衛また孝
かう
心しん
ふかく、その妻
つま
もまた夫
をつと
にならひ、一
いつ
家か
常つね
に睦
むつま
じ、かれこれの
事官
かみ
にきこえけれバ、寛政七年賞
しやう
して銭二貫文を給りける、按
あん
ず
るに、この忠兵衛ハ幼
いとけなき
より並
なみ
ならぬものにて、かれ七八歳
さい
のと
き算
そろ
盤ばん
を玩
もてあそ
ぶことを好
この
ミ、父
ちゝ
かれに」 （６オ）塵
ぢん
功こう
記き
を与
あた
へけれ
バ、他
ほか
の玩
もてあそび
ものを得
え
しよりもこれを悦
よろこ
びけるとなん、年
とし
長たく
るに
したがひその行
おこなひ
正たゞ
しく、すべて遊
いう
宴えん
の席
ざ
に出
いづ
ることを好
この
まず、平
へい
生ぜい
教けう
訓くん
の書
しよ
を読
よ
むをもて楽
たのしみ
とす、そのころ橋本栄蔵といふもの
栄蔵がこと第
だい
二
編へん
に詳
つまびらか
なり
培ばい
根こん
堂だう
といふを設
まう
け、俗
ぞく
談だん
講かう
釈しやく
せしが、忠兵衛商
あきなひ
の
暇いとま
にハ、家
かない
人のわかきものをすゝめ伴
ともな
ひゆきて聴
きゝ
けるとなり、か
れが父
ちゝ
幸助も今の九右衛門が曾
そう
祖そ
父ふ
の時、この家
いへ
に来
きた
り仕
つか
へて忠
ちゆう
勤きん
たぐひまれなり、既
すで
に家
いへ
をなせし後
のち
も、なほ主
しゆう
従じゆう
の礼
れい
を失
うしな
ハ
ざりしとぞ、 」 （６ウ）
○同
おなじ
十四日町
まち
清右衛門手代武七
　
○利右衛門手代源次郎
　
○孫
（
4）
（
5）
なるよりして孝
かう
心しん
を失
うしな
ふもの多
おほ
し、村
むら
中うち
ミな淳
ていねいしつそ
朴ならバおのづ
から孝心を起
おこ
すもの出
いで
来く
べし、その淳朴を守
まも
らしめんとならバ、村
中に風
ふう
流りう
の器
うつは
物を玩
もてあそ
ぶことを禁
きん
ずるにしかずとおもひ、長
をさ
百びやく
姓しやう
五人組
ぐみ
頭がしら
などゝはかり、風流の器
うつは
を村中へ持
もち
来きた
る商
あき
人びと
あれバ、そ
のわけをことハりて」 （３ウ）これをふせぎけるが、たま〳〵その類をもち来るものあるを見れバ、その行
ゆく
処ところ
に追
お
ひいたりて倹
けん
約やく
の
話はなし
をなし、時
とき
のはやりものを禁
きん
ずべきむねをさとしける故
ゆゑ
、村中
遂つひ
にミな質
しつ
朴ぼく
の風
ふう
をなせり、是
これ
甚右衛門おのが孝
かう
心しん
をおしおよぼす
より、人ミ 心
しん
服ふく
してそのをしへにしたがへり、かゝるものなれバ
父ふ
母ぼ
を孝
かう
養やう
すること終
しう
始し
おこたらずして、二
ふた
親おや
ともに天
てん
年ねん
をもて終
おは
りしとぞ、
御み
調つき
郡こほり
 」 （４オ）
○尾
をの
道みち
町まち
九右衛門手
て
代だい
忠兵衛
忠兵衛ハ幸助が子
こ
にてもと三原のうまれなるが、十五のとしより尾
道に来り鰯
いわし
屋や
徳右衛門に仕ふ、人となり貞
てい
実じつ
にして才
はた
幹らき
も有りけ
れバ、よく主人の意に適
かな
ひけるが、幾
いく
程ほど
なくて徳右衛門病
びやう
死し
しけ
れバ、子九右衛門忠兵衛を手代となして家事をまかせける、時に忠兵衛廿三なり、かく家事を引受たれど、常に身を謙
へりくだ
り少
わか
きものを
導みちび
き日
にち
夜や
心をゆるべす、何
なに
事ごと
も主人に謀
はか
りて家
か
業げふ
を励
はげ
ミ助けぬ、
今の九右衛門が祖父九右衛門と」 （４ウ）〈挿絵第一図〉 （５オ）いふハ頗
すこぶ
る学
がく
才さい
ありて、垂
すゐ
裕よう
嘉か
言げん
といふ家
いへのをしへ
訓の書を著
あらは
しおきけ
れバ、忠兵衛これを読
よ
ミて、よくそのをしへを守
まも
り、倹
けん
素そ
を専
もつはら
と
じゆんぼく
じゆめう
かくん
一五
〳〵その村の里
しや
正うや
五左衛門といふもの、祈
き
願ぐわん
のことありて麦
むぎ
若そこ
干ばく
を八幡宮へ献
けん
じ、この麦
むぎ
を本
ほん
穀こく
にして貧
ひん
民みん
に貸
か
しあたへ、年
とし
を経
へ
て
子し
本ほん
増ぞう
長ちやう
せバ、神
じん
社じや
の為
ため
民たみ
のためにもなるべし、といひけれバ、
将監こハ幸
さいはひ
なりと、やがて五左衛門に社
しや
倉さう
法ほふ
の意
い
を詳
つまびらか
に」 （２
オ）語
かた
りきかせける、孫三そのよしを聞
きゝ
て、父
ちゝ
の著
あらは
せし社
しや
倉さう
攻こう
意い
およびかの和
わ
解げ
なんどを神
しん
庫こ
にをさめしかバ、将監神
しん
前ぜん
に於
おい
て、五
左衛門にこと〴〵くその法
ほふ
を授
さづ
けしに、五左衛門謹
つゝしん
でこれを守
まも
り、支
し
貸たい
収す
納なふ
すべてその法によりて行
おこな
ひ試
こゝろ
ミける、押
おし
込ごみ
村むら
里しや
正うや
孫
六もその志
こゝろざし
あるにより、五左衛門厚
あつ
く力
ちから
をそへてその村にもこ
れを行
おこな
ハしむ、かゝりしかバ村の儲
たく
蓄はへ
年とし
を逐
おふ
て増
ぞう
長ちやう
し、その後
のち
飢き
饉きん
に遇
あ
へど、上
かみ
の救
すくひ
を乞
こ
ハずして郷
さと
に餓
が
莩へう
のものなかりしとぞ
そのよし官
かみ
に達
たつ
しけれバ、荒
くはう
政せい
の法
ほふ
是にしくハなし」 （２ウ）と
て、遂
つひ
に封
はう
内だい
の諸
しよ
郡ぐん
をして、ミなこれにならひてその法
ほふ
を行
おこな
ふべ
きむねを命
めい
ぜられける、明和七年寅の十月将監を賞
しやう
して毎
まい
歳さい
米こめ
若そこ
干ばく
を下
くだ
され、孫六・五左衛門両人をば割
わり
庄じやう
屋や
格かく
にすゝめ、毎歳米三
石づゝ下し給ふ、将監ハ安永八年亥 八月また歳
ねん
首とう
拝おめ
謁みえ
を許
ゆる
され、
天明六年午の七月代
だい
官くわん
直じき
支し
配はい
を命ぜらる、
高たか
田た
郡こほり
 
○末
すゑ
光みつ
村むら
甚右衛門
甚右衛門ハ寛延四年未の八月銀三拾目を給ひてその」 （３オ）善
せん
行かう
を賞
しやう
せらる、其
その
状じやう
を按
あん
ずるに、その家
いへ
世よ
々里
しや
正うや
をつとめ、甚右衛
門もその職
しよく
を継
つ
ぎて村
そん
民みん
をミちびくことあつく、年
とし
老おい
てもかつて
その務
つとめ
をおこたることなし、かれ常
つね
におもへらく、およそ人薄
はく
情じやう
もとごめ
かしつけとりたて
うゑじに
くにぢゆう
峯村嘉右衛門
　　　
是松村新八
恵蘇郡
市村兵右衛門
　　　
福田村新右衛門夫婦
本郷村小 衛」 （目録１ウ）
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○矢
や
野の
村むら
社しや
人にん
将しやう
監げん
　
附同
おなじ
村むら
五左衛門
　
押おし
込ごみ
村むら
孫六
将監ハ矢野村八
はち
幡まん
宮ぐう
の祠
しん
官しよく
なり、人となり誠
せい
実じつ
にして、少
わか
きより
本ほん
藩はん
の儒
じゆ
師し
加藤孫三
本この
郡こほり
海かい
田た
市いち
の里
しや
正うや
猫ねこ
屋や
新右衛門が
子こ
にして、擢
てき
用よう
せられ儒
じゆ
官くわん
たり
に従
したが
ひて学
がく
を勉
つとむ
る
こといとあつく、延享のころ朱
しゆ
子し
社しや
倉さう
法ほふ
をその村の里
しや
正うや
にさとし、
村むら
中うち
にて行
おこな
ひこゝろミけるに、その行
おこな
ふところ宜
よろしき
にかなひて
大おほい
に功
こう
あり、遂
つひ
に国
こく
中ちゆう
に行
おこな
ハる、その初
はじめ
をたづぬ」 （１オ）る
に、享保年
ねん
間かん
中国なべて蝗
いなむし
あり、本
ほん
藩はん
もその災
わざはひ
すくなからず、
藩はん
公こう
ふかく憂
うれ
ひ給ひて、時
とき
の執
しつ
政せい
岡本大蔵にこれを救
すく
ふ術
じゆつ
を工
く
夫ふう
すべしと命
めい
ぜられける、大蔵つねに に親
した
しかりしが、かれ
が父
ちゝ
新右衛門平
へい
生ぜい
あつく学
がく
に志
こゝろざ
し、年
とし
ごろ社
しや
倉さう
法ほふ
を行
おこな
ハんこと
を願
ねが
ふよしなれバ、大蔵孫三 はかり新右衛門をしてその法
ほふ
を考
かんが
へしむ、新右衛門社
しや
倉さう
攻こう
意い
といふ書
しよ
を著
あらは
し、古
こ
法ほふ
の今に行ふべき
を明
あか
しけれバ、大蔵こ を好
よみ
し、またミづから朱
しゆ
子し
社しや
倉さう
法ほふ
和わ
解げ
を
著あらは
し、併
あは
せてその書を」 （１ウ）公
おほやけ
に献
けん
ぜしが、いまだ施
ほどこ
し行
ふに及
およ
バずして二人ミな世
よ
を去
さ
れり、孫三父の志
こゝろざし
を継
つが
んことを
おもひ、つねに将監とその法
ほふ
を講
かう
ず、将監師
し
の教
をしへ
をまもり、いか
にもして此法を村
むら
中うち
に行
おこな
ひこゝろミばやとおもひゐけるに、たま
このくに
（
1）
（
2）
（
3）
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にてもと三原のうまれなるが、十五のとしより尾
道に来り鰯
いわし
屋や
徳右衛門に仕ふ、人となり貞
てい
実じつ
にして才
はた
幹らき
も有りけ
れバ、よく主人の意に適
かな
ひけるが、幾
いく
程ほど
なくて徳右衛門病
びやう
死し
しけ
れバ、子九右衛門忠兵衛を手代となして家事をまかせける、時に忠兵衛廿三なり、かく家事を引受たれど、常に身を謙
へりくだ
り少
わか
きものを
導みちび
き日
にち
夜や
心をゆるべす、何
なに
事ごと
も主人に謀
はか
りて家
か
業げふ
を励
はげ
ミ助けぬ、
今の九右衛門が祖父九右衛門と」 （４ウ）〈挿絵第一図〉 （５オ）いふハ頗
すこぶ
る学
がく
才さい
ありて、垂
すゐ
裕よう
嘉か
言げん
といふ家
いへのをしへ
訓の書を著
あらは
しおきけ
れバ、忠兵衛これを読
よ
ミて、よくそのをしへを守
まも
り、倹
けん
素そ
を専
もつはら
と
じゆんぼく
じゆめう
かくん
一五
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他ほか
へ往
ゆく
ことあれど、 」 （
11ウ）午
ひる
飯めし
また煙
たばこ
草のいとまにハ、家
いへ
に帰
かへ
り
て父が安
あん
否ひ
をたづねぬ、寛政九年巳
み
の十一月また米七俵
へう
を賜
たま
ひ、そ
の孝年
とし
を経
へ
ていよ〳〵厚
あつ
きを賞
しやう
せらる、妻
つま
のとミも孝心ありて、
庄松家にあらざる時
とき
ハ夫
をつと
に代
かは
り終
ひめ
日もす
父が側
そば
にありて慰
なぐさ
め、衣
い
食しよく
のまかなひ寒
かん
暑しよ
の防
ふせ
ぎなどなしけるとぞ、
奴ぬ
可か
郡こほり
 
○西
さい
城じやう
町まち
延右衛門
延右衛門ハ久五右衛門が子
こ
なり、父
ちゝ
の職
しよく
を襲
つ
ぎて」 （
12オ）栗
くり
村むら
の
里しや
正うや
たり、この村もとより貧
ひん
困こん
の地
ち
なりけれバ、かれ深
ふか
くこれを憂
うれ
ひ、とし〴〵米
こめ
三十石ばかりを買
か
ひおき、歳
とし
の末
すゑ
に貧
ひん
民みん
に貸
か
しあた
へて利
り
息そく
をバさらにとらず、名づけて年
ねん
米まい
といふ、この助
たすけ
により
て春を迎
むか
ふるものまた少
すく
なからず、後
のち
官かみ
より諸
しよ
郡ぐん
に社
しや
倉さう
法ほふ
のことを
命めい
ぜられしに、父
ちゝ
久五右衛門里正たりし時
とき
、かねて村
そん
民みん
の貧
まづ
しきを
救すく
ハん為
ため
に、社倉米とよびて米をたくハふることをなし置
おき
けるを、
延右衛門その志
こゝろざし
を継
つぎ
て数
す
年ねん
おこたらず貯
たくは
へ置
おき
けれバ、これをも
て」 （
12ウ）かの社倉法の本
もと
穀ごめ
に加
くは
へしにより、速
すみやか
にその法
ほふ
行
おこなは
れ、あたりの村々ハいふにや及
およ
ぶ、一郡
ぐん
ミなかれを標
てほん
準としてこの
こと成
じやう
就じゆ
せるハ、かれ父
ふ
子し
が功
こう
多おほ
しとて、天明六年午の七月延右
衛門を賞
しやう
して社倉頭
とう
取どり
といふになし、安
あ
芸き
郡こほり
押おし
込ごみ
村むら
孫六に次
つぎ
て社
倉の事
こと
を務
つと
めしめ、歳
ねん
首とう
拝おめ
謁みえ
を許
ゆる
され、毎
まい
歳さい
米三石を賜
たま
ふ、後
のち
また
村民を恵
めぐ
ミ救
すく
ふことの厚
あつ
きをもて、氏
うじ
を称
しよう
し刀
かたな
を帯
おぶ
ることを許
ゆる
さ
れ、世
よ
々割
わり
庄じやう
屋や
格かく
にすゝめらる、かれが父
ちゝ
久五右衛門も並
なみ
ならぬ
ものにて、里
しやうや
正たりし時
とき
、此村の枝
えだ
郷がう
団だん
司じ
と」 （
13オ）いふ地
ところ
旱ひでり
傷
（
8）
養やう
父ふ
ながらへし時
とき
産かぶ
を分
わか
ちて別
べつ
に居
を
らしめけるが、日
ひ
毎ごと
に時
とき
をもた
がへず必
かならず
ふたゝび来
きた
りて、その衣
い
食しよく
のさまを尋
たづね
とひ、万
よろづ
の事
こと
に心をくバる、後
のち
おのれ眼
め
うすくなりて歩
ほ
行かう
になやミけれど、一日
も怠
おこた
ることなし、寛政三年十月国
こく
老らう
浅野甲斐
より銀二十目をあたへて
賞しやう
せり、こゝハその采
さい
地ち
なれバなり
下のまさも同
おな
じ
、
○同
おなじ
西にし
地ぢ
方がた
惣兵衛後
ご
家け
まさ」 （
10オ）
まさハ賀
か
茂も
郡こほり
竹たけ
原はら
町まち
彦右衛門が女
むすめ
にて、西
にし
地ぢ
方がた
惣兵衛が妻
つま
となれ
り、女
をんな
の業
わざ
に精
くは
しくよく夫
をつと
にかしづき、その睦
むつま
じきこと類
たぐひ
まれ
なり、惣兵衛 染
そめものや
匠の手
て
間ま
といふを業
げふ
とし、かすかに世
よ
を渡
わた
りけ
るが、後
のち
中ちゆう
風ぶ
を病
や
ミ手
て
足あし
萎なえ
痺しびれ
けれバ、まさ日
にち
夜や
傍そば
を去
さ
らず看
かん
病びやう
に心をつくし 生
くらし
計むき
に身
み
を砕
くだ
きけれど、家のわびしさハ日
ひゞ
にせま
りけれバ、ます〳〵裁
たち
縫ぬ
ふことをつとめ、わづかなる銭を得
え
て、
夫をつと
が食
しよく
物もつ
その好
このみ
にしたがひてすゝめ、四五年の病
びやう
中ちゆう
かつて
怠おこたり
なく懇
ねんごろ
に保
たも
ち養
やしな
ひける、されバ七八年この」 （
10ウ）
〈挿絵第二図〉 （
11オ）
かた数
かず
々の費
つひえ
をも一人の力
ちから
をもてこと〴〵くこれを償
つくな
ひしとな
ん、夫
をつと
死し
せし後
のち
、寛政十年鳥目三貫文あたへて賞
しやう
せり、
三み
谿たに
郡こほり
 
○灰
はい
塚づか
村むら
庄松
庄松ハ養
やう
父ふ
および祖
そ
母ぼ
に孝なるをもて、寛政三年賞して米を賜
たまひ
し
こと初
しよ
編へん
に詳
つまびらか
なり、その後も父
ちゝ
を養
やしな
ふことおとろへず、しなれ
し藁
わら
細ざい
工く
をはげミて父にすゝむる酒の料
れう
とす、或
ある
ハ人にやとハれて
（
6）
（
7）
一七
ず、豊
とよ
田た
郡こほり
大おほ
草くさ
村むら
のものなるが、灰
はい
屋や
吉兵衛につかへて二十余
よ
年
の久
ひさ
しきいさゝか過
あやまち
なく、もろ〳〵の算
さん
用よう
簿てふ
書めん
までも詳
こまか
にして、
すこしも私
わたくし
のはからひなく慎
つゝしみ
ふかくして、かりにも主従の礼
れい
を
失うしな
ハず、また同
とも
傍だち
と交
まじは
るにも信
しん
ありける、後
のち
ハ妻
つま
を取
と
りて一
いつ
家か
を
有たも
ちたれど、主
しゆ
家か
のこ 昔
むかし
にかはらず、夙
つと
に夜
よは
におこたる」 （８
ウ）ことなくつとめける、○半六ハ延享のころ十八歳
さい
にして始
はじめ
て
富とみ
吉よし
屋や
藤三郎が祖
そ
父ふ
に仕
つか
へてより既
すで
に五十年
ねん
に近
ちか
し、その家
いへ
はじめ
呉ご
服ふく
また穀
こく
ものなど商
あきな
ひけるが、不
ふ
幸しあはせ
にて家
しん
産しやう
かたぶきたりし
を、半六二十七八歳
さい
のころより家
か
事じ
を引
ひき
うけ、小
こ
間ま
ものなど商
あきな
ひ、
日にち
夜や
心こゝろ
をこらし勤
つと
めはたらきて家
くらし
計むき
をつなぎ、藤三郎が幼
いとけな
きを
も守
も
りたてける、後
のち
藤三郎より産
かぶ
を分
わか
ち、富吉屋の名
な
まで与
あた
へける
に、己
おの
が家
いへ
をバ妻
つま
に委
ゆだ
ねおき、なほまへのごとく勤
つと
めぬ、さきに藤
三郎が祖
そ
父ふ
関くわん
東とう
に遊
あそ
びて、某
それ
の」 （９オ）地
ち
にて病
びやう
死し
せし時
とき
も、
半六従
したがひ
て在
あり
しが、病
びやう
中ちやう
の介
かい
保はう
葬はうふり
のこと誠
まこと
を尽
つく
して、残
のこ
るか
たなくはからひしとなり、○すかハ夫
をつと
を善蔵といふ、善蔵ハ箞
うつぼ
屋や
与右衛門につ へしが、与右衛門身
み
まかりてのち、家
かない
人もこと〴〵
く死
しに
はてゝ、親
しん
族ぞく
の中
うち
にもその家
いへ
を嗣
つぐ
べき人なけれバ、善蔵その家
いへ
の業
わざ
を職
つかさど
りて仮
かり
の主
あるじ
となりしが、年
とし
経へ
て善蔵また病
びやう
死し
して、家
しん
産しやう
も絶
たゆ
べかりしを、すかよく勤
つとめ
はたらきて箞
うつぼ
屋や
の家
いへ
を絶
たえ
しめず、
先せん
祖ぞ
の墓
はか
を守
まも
り、後
あと
とむらふことまでも懇
ねんごろ
なりけれバ、人ミな感
かん
じあへり、 」 （９ウ）
○三
み
原はら
西にし
町まち
平兵衛
平兵衛ハいとけなきより養
やう
父ふ
母ぼ
に孝
かう
にして、年
とし
老おい
てもおとろへず、
右衛門手代亀蔵
　
○吉兵衛手代与兵衛
　
○藤三郎手代半六
○与 善 後
ご
家け
すか
武七ら六人ミな篤
とく
実じつ
にして、主
しゆ
家か
に忠
ちゆう
勤きん
なるをもて忠兵衛と同じ
年とし
おの〳〵褒
はう
賞しやう
を蒙
かうふ
りける、その行
ぎやう
状じやう
を按
あん
ずるに、武七ハ三
み
原はら
東ひがし
町まち
儀兵衛が子
こ
なり、幼
いとけな
きより魚
うを
屋や
喜右衛門につかへしが、喜
右衛門死
しし
てその子
こ
清右衛門なほ幼
いとけな
く、いまだ商
あきなひ
の業
わざ
をもしら
ず、家
いへ
つゞくべうも」 （７オ）あらざりしを、武七心
しん
力りよく
を尽
つく
してこ
れを守
も
り立
たて
、およそ二十八年の久
ひさ
しき千辛
しん
万苦
く
して、遂
つひ
に再
ふた
たび家
いへ
を栄
さかえ
しむ、○源次郎ハ父
ちゝ
を武左衛門といふ、雲
うん
州しう
久村の人なり、
源次郎明
めい
和わ
のころ尾
をの
道みち
町まち
に来
きた
り、石
いは
見み
屋や
が家に仕
つか
ふること凡
およそ
二十六年、その家頻
しきり
に死
し
亡ばう
かさなり、主
しゆ
人じん
三たび世
よ
を代
か
へたれど、
源次郎身
み
を謹
つゝし
ミ事
こと
を勤
つとむ
ること一日の如
ごと
く、商
あきなひ
のはからひも正
たゞ
し
くありけれバ、人もミなその正しきに服
ふく
して商ひも賑
にぎは
ひぬ、後
のち
主
人より産
かぶ
を分
わか
ちて別
べつ
に家をなさしめけれど、なほ日
ひ
毎ごと
に主
しゆ
家か
に」
（７ウ）通
かよ
ひて勤
つと
めける、○亀蔵ハ讃
さん
州しう
の産
うまれ
にて平
ひら
野の
屋や
孫右衛門が
家けらい
奴となる、慈
めぐみ
恵の心ふかく、常
つね
の行
おこなひ
も正
たゞ
しくありけれバ、孫右
衛門その人となりを好
よ
ミし、商
あきなひ
事ごと
をはじめ一
いつ
家か
の事
こと
すべてかれに
ゆだねける、その家
いへ
の奴
げなん
婢げじよ
および常
つね
に出
で
入いり
する人、また他
た
所しよ
より
来きた
る商
あき
客びと
までをも、ミな懇
ねんごろ
になしけれバ、商ます〳 盛〵
さかん
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家も富
と
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えける、孫右衛門が病
びやう
死し
せし時
とき
もよく看
かん
病びやう
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いま
ハきはにも、亀蔵ハことに勝
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へい
生ぜい
主しゆう
従じゆう
の身
み
なれ
ど、その親
した
しミ父
おや
子こ
のごとくありしとぞ、○与兵衛ハ父
ちゝ
の名
な
をしら
一六
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りけれバ、ます〳〵裁
たち
縫ぬ
ふことをつとめ、わづかなる銭を得
え
て、
夫をつと
が食
しよく
物もつ
その好
このみ
にしたがひてすゝめ、四五年の病
びやう
中ちゆう
かつて
怠おこたり
なく懇
ねんごろ
に保
たも
ち養
やしな
ひける、されバ七八年この」 （
10ウ）
〈挿絵第二図〉 （
11オ）
かた数
かず
々の費
つひえ
をも一人の力
ちから
をもてこと〴〵くこれを償
つくな
ひしとな
ん、夫
をつと
死し
せし後
のち
、寛政十年鳥目三貫文あたへて賞
しやう
せり、
三み
谿たに
郡こほり
 
○灰
はい
塚づか
村むら
庄松
庄松ハ養
やう
父ふ
および祖
そ
母ぼ
に孝なるをもて、寛政三年賞して米を賜
たまひ
し
こと初
しよ
編へん
に詳
つまびらか
なり、その後も父
ちゝ
を養
やしな
ふことおとろへず、しなれ
し藁
わら
細ざい
工く
をはげミて父にすゝむる酒の料
れう
とす、或
ある
ハ人にやとハれて
（
6）
（
7）
一七
334
こと、全
まつた
く上
かみ
の御かげなれバ、御国
こく
恩おん
あげてかぞへがたし、され
どいやしき農夫の身
み
なれバ、何
なに
をもてこの御恩
おん
を報
むく
ひ奉るべき、
たゞ農
のう
業げふ
にちからを尽
つく
し、年租をはやくをさめ、すべて役
やく
人にん
の示
しめ
し
にたがハず、友
とも
百姓の交
まじはり
を」 （
18ウ）厚
あつ
くし、兎
と
にも角
かく
にも御上
かみ
の御苦
く
労らう
に預
あづ
からぬこそ第
だい
一なれとおもひける、また登
みの
りあしき年
とし
ハ、小
こ
百姓の難
なん
渋じう
なるをバ物
もの
あたへてめぐミ、逋
しやく
債ぎん
にせまるもの
へハその償
つくなひ
のことなど、よきに計
はか
らひ遣
つかは
しけれバ、一
ひと
村むら
気き
受うけ
よく、
傭ひよう
夫もかれに雇
やと
ハれてハ殊
こと
に精
せい
力りよく
を尽
つく
してはたらきける、一とせ
この村の百姓罪
つみ
ありて郡
こぼりやくにん
吏こゝに来
きた
り糺
たゞ
しけるに、小兵衛ハそ
の中
なか
にあらざりける、郡
ぐん
吏り
ハ小兵衛のミハかゝる不
ふ
正せい
のことに加
くはゝ
るべきものにあらずと思
おも
ひしが、果
はた
してしかなりと深
ふか
く」 （
19オ）感
かん
じあへり、寛政二年その奇
き
特どく
を賞
しやう
して鳥目壱貫文あたへ給ふ、
巻下
　
終」 （
19ウ）
（印） 「臥虎山人」孝義伝三編之成、又就初編二編、拾其遺漏、此編是也、夫既賞而伝之、又拾其遺漏、雖一行一事之美 亦恐 湮没於無聞、国家 与善、可謂至矣、然孝義之民」 （跋１オ）知愛其親而已、知忠其主而已 固不望於賞与伝 奚顧於遺漏無聞哉、民不望於賞、而上必賞之、民不望於伝、而上必伝之、民不顧於遺漏無聞 而上不敢使之遺漏無聞 上之与善」 （跋１ウ）如此、而民安不率而興善、孔子曰、下必有甚焉者 則不孝不義 民 皆将化為孝義之民、宜哉三編所載、其人殊多於初編二編也、是可以見
ぐんり
せるさま他
ひと
に越
こえ
たり、この不
ふ
幸かう
によりて、また父が気力のます〳〵
衰おとろ
へなんことを恐れ、夫
ふう
婦ふ
常つね
に側
そば
をはなれずして保
たも
ちやしなふこ
といよ〳〵厚
あつ
く、冬
ふゆ
の夜
よ
ハ」 （
16オ）
〈挿絵第三図〉 （
16ウ・
17オ）
こゝろよく寝
いぬ
ることな 幾
いく
度たび
も爐
いろり
の火
ひ
をつくろひなどして寒
さむ
さ
をふせぎ、父が熟
じゆく
睡すゐ
するを待
まち
て衾
ふすま
を上
うへ
に覆
おほ
ふ、その心をつくして
孝かう
養やう
することミな此類
るゐ
なり、一
ひと
とせの秋
あき
猪ゐ
鹿しゝ
多おほ
く田
でん
地ぢ
に出て夜
よ
毎ごと
に
稲いね
をそこなひけれバ、新右衛門奴
けらい
僕と共に田
でん
間かん
のかり屋
や
に出てこれ
を逐
おひ
けれど、広
ひろ
き田
た
畑はた
なれバ、力
ちから
及およ
びがたきをもて人を雇
やと
ハんと
いふ 父聞
きゝ
て、人をやとふハ費
つひえ
なり、われ出て逐
お
ハんといふ、新
右衛門夫
ふう
婦ふ
とゞむれども聞
きか
ず、夜
よ
な〳〵山
やま
田だ
の小
こ
屋や
にゆき、引
ひ
板だ
を
鳴な
らし声
こゑ
をあげて猪
ゐ
鹿しゝ
を」 （
17ウ）逐
お
ひけれバ、新右衛門もかたへ
のこやにありてその事をなしつゝ、両
りやう
三さん
度ど
もきげんを伺
うかゞ
ふ、妻
つま
ハ
家いへ
にありて粥
かゆ
を煮
に
茶ちや
を煎
せん
じ、女
むすめ
と共にこれを携
たづさ
へ来りて、父
すゝめけると り、新右衛門が孝 るによりて、その妻
さい
子し
も皆
みな
その
つかへを厚
あつ
くし、家に仕
つか
ふる奴
げなん
婢げじよ
までもこれに化
くわ
せられて、己
おの
が
家いへ
に帰
かへ
りても、その父母につかふることの厚かりしとなり、遂
つひ
に官
かみ
にきこえ天明二年酉 十月夫
ふう
婦ふ
が行
おこなひ
を賞
しやう
して米七俵
へう
を賜
たま
ふ、
○本
ほん
郷がう
村むら
小兵衛」 （
18オ）
小兵衛ハ世
よ
々この村
むら
の農
のう
夫ふ
なり、性
うまれつき
格篤
とく
実じつ
にして風
ふう
儀ぎ
のよからぬ
ことをバたえてなさず、たとひ身
み
の損
そん
失しつ
に至
いた
るとも人と争
あらそ
ふこと
なし、かれいつも年
みつぎ
租を納
をさむ
ること早
はや
く、一度
ど
も里
しやうや
正の催
さい
促そく
を受
う
け
しことなし、常
つね
におもへらく、吾
わが
家いへ
二十代
だい
も打
うち
つゞき百
ひやく
姓しやう
をなす
（
10）
一九
く、つね〴〵父
ふ
母ぼ
につかふるに誠
まこと
を尽
つく
し、老
おい
を敬
うやま
ひ幼
いとけなき
をあハ
れミ、なべて人になさけをかくること多
おほ
けれバ 一
ひと
村むら
兵右衛門を信
しん
じ、かれが」 （
14ウ）言
ことば
にそむきしもの一人もなかりしとぞ、遂
つひ
に
そのよしを申出けれバ、寛延三年七月銀百目給ひてその行
おこなひ
を賞
しやう
し給ふ、
○福
ふく
田だ
村むら
新右衛門夫
ふう
婦ふ
新右衛門ハ作兵衛が子
こ
なり、天
うまれつき
性温
をん
和わ
にして孝
かう
心しん
ふかく、妻
つま
もろ
ともに父
ふ
母ぼ
をうやまふこと厚
あつ
く、耕
かう
作さく
にちからをつくせり、父
ちゝ
作兵
衛祖
そ
先せん
の風
ふう
をうけ世
せ
間けん
の奢
は
靡で
をに ミて、 ね〴〵新右衛門を戒
いま
し
めさとしけれバ、新右衛門よくそのをしへに従
したが
ひて、父の意
こゝろ
にた
がふことな 、 」 （
15オ）父齢
よはひ
かたぶくに及
および
てハ、新右衛門に家
か
事じ
をゆづりけれバ、新右衛門父の道
みち
を改
あらた
めずして質
しつ
素そ
を専
もつはら
としけ
る、されどその心にお へらく、父
ふ
母ぼ
いかに少
わか
き時
とき
よりなれ給ふと
も、今老
らう
年ねん
におよびて寝
いね
給ふに、被
ふ
衾すま
一つだに用
もち
ゐ給ハざるハ、我
われ
において安
やす
からずとて、或
ある
時あたらしき蒲
ふ
団とん
二つを求
もと
めて父母に
すゝめ、言
ことば
をやハらかにしていひけるハ、この冬
ふゆ
ハいつよりも寒
かん
気き
甚はなはだ
しく少
わか
きものさへ堪
たへ
がたし、これをめされて冬を凌
しの
ぎ給へ、
といひけるに、父ハうち笑
わらひ
て、かゝるものハ始
はじめ
て」 （
15ウ）見
み
た
り、汝
なんぢ
が志
こゝろざし
ハうれしけれど、われ幼
いとけなき
より爐
いろり
火の傍
かたはら
にまる
寝ね
せしになれたれバ、蒲
ふ
団とん
ハ着
き
ぬこそ快
こゝろよ
し、といひけれバ、新右
衛門この上
うへ
ハとてあへて争
あらそ
ハず納
をさ
め置
おき
けるが、その後
のち
母はゝ
病やみ
て寒
さむ
さ
にくるしむをもて、かの蒲
ふ
団とん
をとり出してきせけれバ、母大によろ
こびける、されど母ハ遂
つひ
にはかなくなりしかば、新右衛門が愁
しう
傷しやう
の害
かい
あるを憂
うれ
ひ、安永年
ねん
間かん
その地に渠
みぞ
をほり川水を引
ひき
て、村
そん
民みん
をし
て害
かい
をまぬかれしむ、今に至
いたり
て団
だん
司じ
の民
たみ
そのめぐミを忘
わす
れずとい
ふ、
三み
上かみ
郡こほり
 
○峯
みね
村むら
嘉右衛門
　
○是
これ
松まつむら
村新八
嘉右衛門ハ父
ちゝ
を嘉一右衛門といひて、春
しゆん
田だ
村むら
の里
しやうや
正たりし頃
ころ
、ふ
かく村
そん
民みん
をあはれミ、元文のはじめより村たくハへといふことをは
じめ、凶
きやう
年ねん
の備
そなへ
をなしおきけるに、嘉右衛門父
ちゝ
の志
こゝろざし
をつぎ少
すこ
しもおこたらず、後
のち
また社
しや
」 （
13ウ）倉
さう
法ほふ
を厚
あつ
く守
まも
り、かの多
た
年ねん
貯たくはへ
し麦
むぎ
をも出
いだ
してその数
かず
に加
くは
へ、その法
ほふ
速すみやか
に成
じやう
就じゆ
しけれバ、
天明六年午の九月賞
しやう
せられて米三拾俵
へう
を給
たま
ハりける、○新八ハ此
村の農
のう
夫ふ
なり、はなハだ貧
ひん
窮きう
なりけれど、上
かみ
を敬
うやま
ひ年
みつぎ
租を重
おもん
ずる
こと厚
あつ
く、年
みつぎ
租を奉
たてまつ
らざる内ハ、そのとしのこなし米一粒
りう
にても
取とり
かぐべからずと、つね〴〵家
かない
人を堅
かた
くいましめ、また友
とも
百びやく
姓しやう
へ
も年
みつぎ
租を重
おもん
ずべきよしを諭
さと
しけれバ、皆
みな
かれが行
おこなひ
を感
かん
じ、おの
〳〵児
こども
輩をさとすにも新八をもて標
てほん
準とせり、こゝハ国
こく
老らう
浅野孫左衛門
の
采さい
地ち
に」 （
14オ）かゝれバ、寛政七年銀
ぎん
若そこ
干ばく
をあたへてその奇
き
特どく
を
賞しやう
せらる、恵ゑ蘇そ
郡こほり
 
○市
いち
村むら
兵右衛門
兵右衛門ハいやしき農
のう
夫ふ
なりしが、性
せい
孝かう
慈じ
にして才
はたらき
能もありけれ
バ、年
とし
少わか
くして里
しやうや
正となりぬ、その上
かみ
をたふとひ役
やく
義ぎ
を守
まも
ること厚
あつ
（
9）
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こと、全
まつた
く上
かみ
の御かげなれバ、御国
こく
恩おん
あげてかぞへがたし、され
どいやしき農夫の身
み
なれバ、何
なに
をもてこの御恩
おん
を報
むく
ひ奉るべき、
たゞ農
のう
業げふ
にちからを尽
つく
し、年租をはやくをさめ、すべて役
やく
人にん
の示
しめ
し
にたがハず、友
とも
百姓の交
まじはり
を」 （
18ウ）厚
あつ
くし、兎
と
にも角
かく
にも御上
かみ
の御苦
く
労らう
に預
あづ
からぬこそ第
だい
一なれとおもひける、また登
みの
りあしき年
とし
ハ、小
こ
百姓の難
なん
渋じう
なるをバ物
もの
あたへてめぐミ、逋
しやく
債ぎん
にせまるもの
へハその償
つくなひ
のことなど、よきに計
はか
らひ遣
つかは
しけれバ、一
ひと
村むら
気き
受うけ
よく、
傭ひよう
夫もかれに雇
やと
ハれてハ殊
こと
に精
せい
力りよく
を尽
つく
してはたらきける、一とせ
この村の百姓罪
つみ
ありて郡
こぼりやくにん
吏こゝに来
きた
り糺
たゞ
しけるに、小兵衛ハそ
の中
なか
にあらざりける、郡
ぐん
吏り
ハ小兵衛のミハかゝる不
ふ
正せい
のことに加
くはゝ
るべきものにあらずと思
おも
ひしが、果
はた
してしかなりと深
ふか
く」 （
19オ）感
かん
じあへり、寛政二年その奇
き
特どく
を賞
しやう
して鳥目壱貫文あたへ給ふ、
巻下
　
終」 （
19ウ）
（印） 「臥虎山人」孝義伝三編之成、又就初編二編、拾其遺漏、此編是也、夫既賞而伝之、又拾其遺漏、雖一行一事之美 亦恐 湮没於無聞、国家 与善、可謂至矣、然孝義之民」 （跋１オ）知愛其親而已、知忠其主而已 固不望於賞与伝 奚顧於遺漏無聞哉、民不望於賞、而上必賞之、民不望於伝、而上必伝之、民不顧於遺漏無聞 而上不敢使之遺漏無聞 上之与善」 （跋１ウ）如此、而民安不率而興善、孔子曰、下必有甚焉者 則不孝不義 民 皆将化為孝義之民、宜哉三編所載、其人殊多於初編二編也、是可以見
ぐんり
せるさま他
ひと
に越
こえ
たり、この不
ふ
幸かう
によりて、また父が気力のます〳〵
衰おとろ
へなんことを恐れ、夫
ふう
婦ふ
常つね
に側
そば
をはなれずして保
たも
ちやしなふこ
といよ〳〵厚
あつ
く、冬
ふゆ
の夜
よ
ハ」 （
16オ）
〈挿絵第三図〉 （
16ウ・
17オ）
こゝろよく寝
いぬ
ることな 幾
いく
度たび
も爐
いろり
の火
ひ
をつくろひなどして寒
さむ
さ
をふせぎ、父が熟
じゆく
睡すゐ
するを待
まち
て衾
ふすま
を上
うへ
に覆
おほ
ふ、その心をつくして
孝かう
養やう
することミな此類
るゐ
なり、一
ひと
とせの秋
あき
猪ゐ
鹿しゝ
多おほ
く田
でん
地ぢ
に出て夜
よ
毎ごと
に
稲いね
をそこなひけれバ、新右衛門奴
けらい
僕と共に田
でん
間かん
のかり屋
や
に出てこれ
を逐
おひ
けれど、広
ひろ
き田
た
畑はた
なれバ、力
ちから
及およ
びがたきをもて人を雇
やと
ハんと
いふ 父聞
きゝ
て、人をやとふハ費
つひえ
なり、われ出て逐
お
ハんといふ、新
右衛門夫
ふう
婦ふ
とゞむれども聞
きか
ず、夜
よ
な〳〵山
やま
田だ
の小
こ
屋や
にゆき、引
ひ
板だ
を
鳴な
らし声
こゑ
をあげて猪
ゐ
鹿しゝ
を」 （
17ウ）逐
お
ひけれバ、新右衛門もかたへ
のこやにありてその事をなしつゝ、両
りやう
三さん
度ど
もきげんを伺
うかゞ
ふ、妻
つま
ハ
家いへ
にありて粥
かゆ
を煮
に
茶ちや
を煎
せん
じ、女
むすめ
と共にこれを携
たづさ
へ来りて、父
すゝめけると り、新右衛門が孝 るによりて、その妻
さい
子し
も皆
みな
その
つかへを厚
あつ
くし、家に仕
つか
ふる奴
げなん
婢げじよ
までもこれに化
くわ
せられて、己
おの
が
家いへ
に帰
かへ
りても、その父母につかふることの厚かりしとなり、遂
つひ
に官
かみ
にきこえ天明二年酉 十月夫
ふう
婦ふ
が行
おこなひ
を賞
しやう
して米七俵
へう
を賜
たま
ふ、
○本
ほん
郷がう
村むら
小兵衛」 （
18オ）
小兵衛ハ世
よ
々この村
むら
の農
のう
夫ふ
なり、性
うまれつき
格篤
とく
実じつ
にして風
ふう
儀ぎ
のよからぬ
ことをバたえてなさず、たとひ身
み
の損
そん
失しつ
に至
いた
るとも人と争
あらそ
ふこと
なし、かれいつも年
みつぎ
租を納
をさむ
ること早
はや
く、一度
ど
も里
しやうや
正の催
さい
促そく
を受
う
け
しことなし、常
つね
におもへらく、吾
わが
家いへ
二十代
だい
も打
うち
つゞき百
ひやく
姓しやう
をなす
（
10）
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門夫婦が褒賞されたのは明和二年と記され、この年とすると年と干支は一致する。また、 『官刻孝義録』巻三六によれば、明和二年一〇月、新右衛 四一歳、妻きさ三五歳の時褒賞されていることが判明 。ただし住所は福田村（組）を統括する三河内村としている（鈴木「 〈資料翻刻〉 『官刻孝義録』巻卅六」 （安田女子大学日本文学会『国語国文論集』二九号） ）参照。
（
11）　
名は公實、字は華、通称は百太郎、臥虎山人と号す。門人たちは私
に諡して文成先生と呼んだ。嘉永三年九月、五三にて没す。
（
12）　
広島市公文書館蔵本の刊記には年月の記載はなく、平安御幸町御池
下ル町菱屋孫兵衛・同寺町通松原下ル勝 治右衛門・東都日本橋通南壱町目須原屋茂兵衛・同芝神明前岡田屋 七が発行者として、浪華心斎橋北久太郎町北へ入河内屋喜兵衛・同心斎橋通安堂寺町秋田屋太右衛門が書林として、広島中島本町世並屋伊兵衛が製本処として名を連ねている。
〈付記〉
　
本稿は、 「 〈資料翻刻〉 『芸備孝義伝』拾遺（上） 」 （安田女子大学日
本文学会『国語国文論集』四五号）に続くものである。 「書誌」及び「凡例」は（上）に譲る。
〔二〇一四・九・二五
　
受理〕
国家与善之效矣、然初編二編有拾」 （跋２オ）遺、而三編無之、蓋其蒐輯詳密、無所遺漏歟、嗚呼以芸備之大、孝義之民 豈止於三編所載乎、凡有一行一事之美、而未及賞与伝者、是三編 所遺 未拾也、然則三編亦宜有拾遺、 」 （跋２ウ）而何必其書哉、
本藩教授
　　　　　　　
坂井華
　
謹跋
　　　　　　　　　　　
（印） 「臣榮」 （印） 「公實」 」 （跋３オ）
天保十五年甲辰二月
　
刻成
　　　　　　　　　　
彫刻
　　
広島
　
山口宗五郎
　　
製本
　　
同
　　
世並屋伊兵衛」 （大尾）
〈補注〉（
1）　
名は友益、缶楽と号す。元文三年九月、六六にて没す。
（
2）　
五代藩主浅野吉長
（
3）　
正しくは「社倉攷意」 。 『広島県史』近世２の九二五～九三四頁参照。
（
4）　
正しくは「塵劫記」 。江戸時代の算術書。類書は数百種 及ぶとい
う。
（
5）　
鈴木『芸備孝義伝
　
二編』 （巻六） 〔安田女子大学言語文化研究叢書
一六所収〕参照。
（
6）　「三原志稿」巻六〔 『三原市史』四巻所収〕参照。
（
7）　「三原志稿」巻六〔 『三原市史』四巻所収〕参照。
（
8）　
鈴木『芸備孝義伝
　
初編』 （巻七） 〔安田女子大学言語文化研究叢書
一四所収〕菊松父子の項を なお、鈴木「続編孝義録料六十八」〔同言語文化研究叢書一六所収〕では二回目の表彰年次は寛政九年一〇月と記している。
（
9）　
是松村は三原浅野氏給地である。広島市公文書館蔵本では「浅野孫
左衛門」の所が「浅野甲斐」となっている。
（
10）　
天明二年の干支は寅である。 『芸藩通志』巻一三七によれば 新右衛
（
11）
（
12）
二〇
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